












はじめに 

子どもの健全な発達･発育を支持するサブ･システムはきわめて多様であるが､それらのサ

ブ･システムは未だ統合された体系を作ってはいない｡ 

個別の問題の発生ごとに特定のサﾌﾞ・システムが独自に機能し、他のサブ・システムとの

有機的関連がないまま機能を終る仕組は､わが国の保健･医療制度にあって全ての面でいえ

るところであるが、子どもをめぐる各種の養護体制に係る条件はさらに多様である。その

ため、子どもの健全な発達・発育をめぐる支援サービスの矛盾は、他の事項よりさらにい

ぢぢるしい。 


